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６
月
２
日
午
前
11
時
よ
り
福
井
商
工
会

議
所
ビ
ル
に
て
通
常
議
員
総
会
を
開
催
、

委
任
状
12
名
を
含
む
86
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
八
木
会
頭
は
、
先
月
５

月
21
日
に
福
井
商
工
会
議
所
の
議
員
12
名

と
と
も
に
大
阪
商
工
会
議
所
を
訪
問
し
、

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井
信
吾
会
頭
を
は

じ
め
正
副
会
頭
と
の
懇
談
会
を
初
め
て
開

催
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
（
７
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）。

　

北
陸
新
幹
線
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
で
の

早
期
延
伸
に
つ
い
て
懇
談
し
、
大
阪
側
か

ら
は
、
福
井
を
含
む
北
陸
の
地
域
は
大
阪

や
関
西
圏
に
お
い
て
歴
史
的
に
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
こ
の
関
係
を
決
し
て
切
ら
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
示
さ

れ
た
こ
と
を
説
明
。
昨
年
の
自
然
災
害
や

車
両
事
故
で
東
海
道
新
幹
線
が
運
休
し
た

際
、
北
陸
新
幹
線
が
代
替
機
能
と
し
て
注

目
さ
れ
た
点
に
も
触
れ
、
大
阪
側
か
ら
も

延
伸
推
進
を
強
く
願
う
考
え
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、「
お
互
い
の
言
葉
と
思
い
が
一

致
し
た
こ
と
を
再
確
認
で
き
た
」
と
語
っ

た
。
ま
た
、
鳥
井
会
頭
か
ら
は
大
阪
商
工

会
議
所
と
し
て
も
、
福
井
と
一
緒
に
京
都

商
工
会
議
所
の
皆
さ
ん
と
話
を
し
て
い
き

た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、八
木
会
頭
は「
大

変
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
近
い
う

ち
に
京
都
の
皆
さ
ん
と
の
会
合
の
開
催
を

実
現
さ
せ
、
理
解
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

翌
日
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
を
訪
問
し
、

「
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
動
く
心
臓
」
な
ど
未
来

の
技
術
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
た

と
し
「
過
去
の
大
阪
万
博
の
技
術
が
現
在

実
用
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
回
の
万

博
で
の
新
技
術
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
実

用
化
さ
れ
て
い
く
の
か
大
変
興
味
深
い
」

と
ま
と
め
た
。

　

こ
の
後
、
定
款
に
基
づ
き
八
木
会
頭
を

議
長
に
議
案
審
議
に
入
っ
た
。
第
一
号
議

案
と
し
て
嶋
田
専
務
理
事
よ
り
令
和
６
年

度
の
事
業
報
告
案
に
つ
い
て
説
明
。
第
二

号
議
案
で
は
中
小
企
業
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
の
齋
藤
所
長
よ
り
令
和
６
年
度
経
営
発

達
支
援
計
画
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
第
三
号
議
案
と
し

て
、
藤
川
理
事
よ
り
令
和
６
年
度
収
支
決

算
案
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
北
大
宅
勉
監
事
（
西
日
本
電
信
電
話

㈱
福
井
支
店
長
）
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ

れ
、各
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
の

今
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
、
竹
内
亨

会
長
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
地
域
振
興
部
の
寺
川
部
長
よ

り
冒
頭
八
木
会
頭
よ
り
説
明
が
あ
っ
た

「
大
阪
商
工
会
議
所
と
の
正
副
会
頭
交
流

会
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

通常議員総会 

冒頭で挨拶する八木会頭

収入の部 事業会計合計
科　目 決算額 構成比

1.   会費 ･ 負担金収入 172,613 11.7%
2.   交付金 538,926 36.7%
3.   事業収入 272,811 18.6%
4.   賃貸 ･ 共益収入 147,695 10.0%
5.   管理受託費 44,864 3.1%
6.   その他（雑収入） 4,837 0.3%
7.   営繕積立金取崩 10,000 0.7%
8.   繰入金 63,911 4.3%
9.   前期繰越金 214,866 14.6%

合　計 1,470,523 100.0%

支出の部 事業会計合計
科　目 決算額 構成比

1.   事業費 418,843 28.5%
2.   給与費 279,951 19.0%
3.   福利厚生 55,069 3.8%
4.   退職繰出 18,812 1.3%
5.   事務管理費 190,127 12.9%
6.   営繕費 25,333 1.7%
7.   公租公課 78,454 5.4%
8.   減価償却引当金 40,835 2.8%
9.   営繕引当金 45,000 3.1%
10. 運営準備積立金 15,000 1.0%
11. 出資金支出 1,750 0.1%
12. 繰出金 （ 負担金 ） 63,911 4.3%
13. 次期繰越金 237,438 16.1%

合　計 1,470,523 100.0%

（単位：千円）

（単位：千円）

※端数処理により合計値が合わないことがある

令和 6年度　収支決算概要表
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）


